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This paper presents a high sensitivity acceleration sensor to detect behavior patterns 
that occur when human leave their beds. Existing sensors is not easy to install. Moreover, 
these sensors can't maintain clean liness. The features of our sensor is that it can detect 
just by attaching it to the bed frame. Our sensor indirectly detect human leave their beds 
using the change in the liquid surface of liquid in tube. We obtained a result of detected 
leaving their beds just by attaching it to the bed frame. Furthermore, there is a possibility 
of detecting the heart beating. 
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図１４ 水準器を用いた液面高の固定方法 
 
て受光素子から流れる電流がリニアに変化する照度範囲が
フォトインタラプターより広いフォトトランジスタとLEDを
個別に用意し，フォトインタラプターとして使用することで，
液面高の変化に対して流れる電流の値がリニアになる照度を
広げられる可能性がある．リニアになる部分を増やすことで
設置する際に傾きを調整する手間を省くことができる．  
現在のセンサーが検出する拍動によって生じる交流出力は
数ｍVと微小であるため，S/N が小さい．そこで，センサー
の感度を高くする必要がある．現在液体として使用している
ポリアルファオレフィンを主成分とする合成油は透明である．
一方，液面高の変化によって生じる受光素子の照度変化から
液体の運動を検出している．したがって，液面高の変化に対
して受光素子の照度変化が大きくなる様に液体は有色である
方がよい．そこで，液体に着色することでセンサーの感度を
高める可能性がある．しかし，ポリアルファオレフィンを主
成分とする合成油はほとんどの素材を溶かさないので着色し
にくい．そこで，ポリアルファオレフィンを主成分とする合
成油を着色できる着色料を見つける必要がある．または，蒸
発量が少なく有色の液体を他に探す必要がある． 
 
 
 
図１５ フォトインタラプターと 
リニアな範囲の広いフォトトランジスタの 
照度と流れる電流の比較 
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